




要約:人工換気療法の著しい進歩に伴い、慢性呼吸不全のため NICU や小児科病棟長期の人

工呼吸器使用を余儀なくされている患児が増加し大きな問題となってきている。しかし患

児が自分の家で家族とともにすごす機会を持つことは「より人間らしい医療」、「生命の

質」という点からみて、本人にとっても家族にとっても非常に重要な事である。今回当院

での在宅人工換気療法の実践を通して、家族の立場からの在宅人工換気療法における問題

点について検討を行った。家族にとって最も不安に感じているのは経済的問題と看護態勢、

及びそのサポートの問題であった。


